
情報科学委員会 環境知能分科会 （第 25 期・第 4 回） 

 

 

議 事 要 旨 

 

１． 会議名  情報科学委員会 環境知能分科会 （第 25 期・第 4 回） 

 

２． 日 時  令和 3 年 5 月 31 日（月） 17 時 00 分〜19 時 00 分 

 

３． 参加：相澤 清晴、大倉 典子、大場 みち子、西田 眞也、萩田 紀博、美濃 

導彦、荒川 薫、稲見 昌彦、内田 誠一、大柴 小枝子、加藤 由花、柏野 牧

夫、後藤 真孝、坂本 真樹、佐藤 洋一、庄司 裕子、椿 美智子、土井 美和

子、永井 由佳里、灘本 明代、長田 典子、木村 朝子、橋本 隆子、長谷山 

美紀、藤代 一成、間瀬 健二、松井 知子、南澤 孝太、横尾 真、渡邊 朗

子、平田 貞代、小林 傳司* 

(32 名)（＊はオブザーバ参加） 

欠席：石田 亨、河原 達也、黒橋 禎夫、中野 有紀子（4 名） 

 

４． 会 場  Zoom によるオンライン会議 

 

５． 議 題 議題１）ご講演（約 45 分、Q&A 含む） 

小林 傳司先生（大阪大学，科学哲学） 

「なぜ、今、ELSI か社会の中の科学、社会のための科学」 

議題２）委員による話題提供（約 45 分、Q&A 含む） 

西田 眞也先生（九州大学） 

「人間の総合理解に基づいた情報学的生存技術 

（人間のための生存情報学への方法論）」 

議題３）提言案について （幹事より） 

 

６． 配布資料  資料１ 第 1 回委員会 議事録 

 

７． 議 事  

（１） 小林 傳司先生より「なぜ、今、ELSI か社会の中の科学、社会のための科学」 

について講演があり、議論を行った。 

（２） 西田 眞也委員より「人間の総合理解に基づいた情報学的生存技術 

（人間のための生存情報学への方法論）」について講演があり、議論を行った。 

（３） 幹事より提言案についての紹介と今後の予定について説明があった。 

 

 



第 5 回分科会会は令和 3 年 7 月１９日（月）14:00～17:00（オンライン開催）の予

定である。分科会と公開シンポジウムを開催予定。 

 


